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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
か
ら

後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、北
海
道
文
教
大
学
は「
実
学
重
視
」を
重

ん
じ
、人
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
重
要
な「
豊
か

な
人
間
性
」「
健
全
な
社
会
性
」「
高
度
な
専
門

性
」の
養
成
を
行
い
な
が
ら
、学
生
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の「
な
す
べ
き
こ
と
」を
自
覚
し
、そ
し
て
自

己
実
現
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
、入
学
か
ら
き
め
細

や
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
様
々
な
実
績
を
上
げ
て

お
り
ま
す
。学
び
の
質
は
社
会
で
評
価
さ
れ
て
お

り
、就
職
率
で
は
道
内
私
大
の
中
で
ト
ッ
プ
と
い
う

圧
倒
的
な
就
職
力
を
誇
り
、ま
た
、各
学
科
国
家

試
験
合
格
率
に
お
い
て
も
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
る
高
い
合
格
率
を
維
持
す
る
な
ど
、そ
の
実
力

は
結
果
が
示
す
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
順
調
な
歩
み
を
進
め
ら
れ
た
の

も
、旺
盛
な
気
力
で
勉
学
を
積
み
重
ね
る
学
生
は

も
ち
ろ
ん
、学
生
を
支
え
て
い
る
ご
家
族
の
皆
様
、

真
摯
な
努
力
を
惜
し
ま
ず
、学
生
の
あ
ら
ゆ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
極
的
に
支
援
す
る
大
学
教
職
員

の
皆
様
、そ
し
て
本
学
の
建
学
理
念
に
理
解
を
示

し
、い
つ
も
大
き
く
包
み
支
援
し
て
く
だ
さ
る
地
域

の
皆
様
な
ど
、関
係
す
る
方
々
の
お
力
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、北
海
道
文
教
大
学
は
学
生
や
そ
の
ご

家
族
、地
域
に
と
っ
て
誇
り
・
プ
ラ
イ
ド
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
後
援
会
は
、大
学
と
学
生
・
会
員
を
結
び
、大
学

の
充
実
・
発
展
や
学
生
の
為
に
今
何
が
で
き
る
か

と
い
う
視
点
を
持
ち
、様
々
な
活
動
を
進
め
て
お

り
ま
す
。今
回
の
後
援
会
会
報
十
六
号
で
は
、本

年
度
の
下
半
期
の
事
業
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
　後
援
会
活
動
・
事
業
中
間
報
告中

上
　美
伸

は
じ
め
に

下
半
期
の
主
な
事
業

（
一
）平
成
二
十
七
年
度
父
母
懇
談
会（
第
十
七
回
大
学

祭
）の
食
券
助
成
事
業

一
　
日
　
時
　
平
成
二
十
七
年
十
月
十
一
日（
日
）　

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

二
　
会
　
場
　
大
学
本
館
二
階
大
講
堂
ほ
か

三
　
内
　
容
　
大
学
よ
り
、学
生
生
活
に
つ
い
て
報
告

及
び
学
科
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
各
担
当
教
員

と
の
個
別
面
談
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

 

　
　
参
加
さ
れ
た
父
兄
に
は
、大
学
祭
食
券
千
円
分

を
後
援
会
か
ら
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

（
二
）前
期
に
引
き
続
き「
一
○
○
円
朝
食
」実
施
助
成
事
業

一
　
実
施
期
間
　
前
期
　
五
月
十
八
日
〜
七
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
後
期
　
十
月
一
日
〜
十
二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
期
間
中
　
八
時
か
ら
九
時
ま
で
の
営
業

二
　
会
　
　
場
　
大
学
会
館「
学
生
食
堂
」

三
　
内
　
　
容
　「
美
味
し
く
、
健
康
に
！
」を
合
言
葉

に
、
学
生
に
朝
食
を
習
慣
付
け
て
も
ら
お
う
と

昨
年
度
試
行
し
、
十
分
な
成
果
を
得
ら
れ
た「
一

〇
〇
円
朝
食
」で
す
が
、
今
年
度
は
正
式
な
助
成

事
業
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。後
援
会
か

ら
は
、
実
費
四
○
○
円
の
う
ち
そ
の
差
額
を
助

成
し
、
期
間
中
の
毎
日
八
〇
〜
一
五
〇
食
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
計
画
、
大
学
側
の
全
面
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
多
く
の
学
生
が
利
用

し
ま
し
た
。

（
三
）第
二
回
役
員
会

一
　
日
　
　
時
　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
三
日
　

　
　
　
　
　
　
　
十
八
時
三
十
分
〜
二
十
時
三
十
分

二
　
会
　
　
場
　
ホ
テ
ル
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
札
幌

三
　
出
席
者
　
後
援
会
理
事
十
五
名
　

　
　
　
　
　
　
　
大
学（
理
事
・
幹
事
）五
名

四
　
審
議
事
項
　

　
　（
一
）平
成
二
十
七
年
度
中
間
決
算
に
つ
い
て

　
　（
二
）平
成
二
十
七
年
度
追
加
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
①
下
期
予
算
執
行
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
②
追
加
補
助
事
業
に
つ
い
て
　
　

　
　(

三)

そ
の
他

　
　
　
　
①
創
立
七
十
五
周
年
記
念
事
業
に
か
か
る

　
　
　
　
募
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
②
前
期
一
〇
〇
円
朝
食
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
③
平
成
二
十
八
年
度
新
規
補
助
事
業
計
画

　
　
　
　
に
つ
い
て

（
一
）第
三
回
役
員
会
：

　
　
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日（
金
）大
学

　
　（
第
三
回
Ｗ
Ｇ
　
二
月
十
九
日
　
札
幌
）

（
二
）平
成
二
十
七
年
度
学
位
記
授
与
式
：

　
　
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
一
日（
祝
月
）大
学
体
育
館

（
三
）平
成
二
十
七
年
度
卒
業
祝
賀
会
及
び
同
窓
会
入
会
式
：

　
　
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
一
日（
祝
月
）札
幌

　
先
日
、歴
代
の
後
援
会
会
長
お
二
人
に
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。当
時
の
想
い
を
熱
く
語
る
姿
は
、
誇

り
と
暖
か
さ
に
満
ち
溢
れ
て
お
り
、今
も
全
く
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。様
々
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
後
援
会
活
動
を
引
き
継
い
で
い
る
者
と
し
て
、

改
め
て
皆
さ
ん
と
共
に
様
々
な
想
い
を
繋
げ
ら
れ
る
活

動
が
で
き
れ
ば
と
感
じ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
あ
と
、学
位
記
授
与
式
・
卒
業
祝
賀
会
を

残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。今
年
卒
業
の
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
、
ぜ
ひ
、
北
海
道
文
教
大
学
の
誇
り
を
繋
い
で

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

後
援
会
も
新
年
度
の
体
制
へ
準
備
を
整
え
る
時
期
と

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。私
ど
も
と
一
緒
に
次
年
度
の
役

員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会

　会
長

お
わ
り
に

　
二
〇
十
六
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
活
動
は
大
幅
な
日

程
変
更
の
中
、終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。日
程
変
更
の
内
容

は
、企
業
の
広
報
活
動
が
十
二
月
か
ら
翌
年
三
月
に
、面
接

な
ど
の
採
用
活
動
が
四
月
か
ら
八
月
に
繰
り
下
げ
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
結
果
、学
生
の
就
職
活
動
に
は
、大
き
な
変

化
が
現
れ
ま
し
た
。

　
応
募
す
る
学
生
側
の
動
向
は
、大
き
く
二
極
化
の
傾
向

が
見
ら
れ
、一
月
か
ら
早
期
に
動
い
て
い
る
学
生
と
、八
月
の

大
手
企
業
・
官
公
庁
採
用
試
験
を
見
越
し
、動
か
な
い
学
生

も
出
て
き
ま
し
た
。今
年
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
よ

り
、中
堅
・
中
小
企
業
は
大
手
企
業
よ
り
先
行
し
て
内
定
を

出
す
結
果
と
な
り
、早
期
内
定
を
得
た
学
生
は
、第
一
志
望

の
企
業
を
目
指
し
再
び
就
職
活
動
を
続
け
ま
し
た
。「
学
業

優
先
」「
学
習
時
間
の
確
保
」が
ル
ー
ル
変
更
の
目
的
で
し
た

が
、結
果
と
し
て
就
職
活
動
の
長
期
化
を
招
き
、学
業
へ
の

影
響
も
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
月
以
降
は
大
手
企
業
・
官
公
庁
が
採
用
活
動
を
本
格

的
に
開
始
す
る
一
方
、鞍
替
え
す
る
学
生
の
影
響
で
、中
堅
・

中
小
企
業
の
内
定
辞
退
者
が
発
生
し
、採
用
計
画
が
達
成

で
き
ず
、見
直
し
に
よ
る
再
募
集
が
十
月

以
降
に
発
生
し
た
企
業
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
企
業
に
よ
っ
て
は
、内
定
者

の
囲
い
込
み
、採
用
意
思
確
認
が
厳
し
く

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
就
職
部
で
は
、個
別
学
生
の
意
向
を
捉

え
、企
業
動
向
・
採
用
計
画
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
、企
業
分
析
か
ら
応
募
企
業
選

択
の
判
断
材
料
等
を
、学
生
一
人
ひ
と
り

の
進
路
指
導
に
反
映
し
ま
し
た
。ま
た
、

八
月
に
は
未
内
定
者
向
け
学
内
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、学
生
の
不
足
し
て
い
る

部
分
を
個
人
別
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と

で
、内
定
へ
の
近
道
に
な
る
総
合
的
ア
ド

バ
イ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
状
況
を
踏
ま
え
、来
年
度

（
二
〇
十
七
年
三
月
卒
業
生
）か
ら
の
就

活
日
程
は
、選
考
解
禁
が
六
月
開
始
と
二
ヶ
月
前
倒
し
す

る
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
。「
二
ヶ
月
前
倒
し
」と
近
年
の

企
業
動
向
か
ら
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
企
業
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
奨
励
と
同
時
に
、

希
望
者
が
多
い
地
元
北
海
道
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情

報
を
集
約
し
、早
期
選
考
開
始
に
対
応
す
る
所
存
で
す
。

　
就
職
部
が
主
催
す
る
講
座
は
、各
学
科
に
関
わ
る
共
通

講
座
と
、学
科
毎
の
特
徴
を
生
か
し
た
単
独
講
座
の
開
催

が
あ
り
ま
す
。

　
医
療
系
の
三
学
科（
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
・

看
護
学
科
）は
、昨
年
の
三
月
に
四
年
生
を
対
象
と
し
た

「
就
職
準
備
講
座
」を
実
施
す
る
と
と
も
に
、三
学
科
と
も

最
終
年
次
の
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
睨
み
な
が
ら
の
就
職
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

　
看
護
学
科
は
四
月
十
六
日
に「
就
職
講
座
」を
開
催
す
る

と
と
も
に「
小
論
文
・
面
接
対
策
講
座
」を
行
い
、試
験
日
程

の
早
い
公
立
病
院
や
大
学
病
院
を
皮
き
り
に
、六
月
か
ら
の

実
質
的
な
就
職
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
備
え
ま
し
た
。

　
理
学
・
作
業
療
法
学
科
は
八
月
二
十
八
日
に「
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ

Ｔ
学
内
就
職
説
明
会
」を
開
催
し
、本
格

的
な
就
職
活
動
に
入
り
ま
し
た
。こ
の

学
内
説
明
会
に
は
採
用
実
績
の
あ
る
病

院
を
中
心
に
、七
十
ヶ
所
の
医
療
機
関
が

参
加
し
ま
し
た
。説
明
会
に
参
加
し
た

病
院
に
毎
年
五
割
以
上
の
卒
業
生
が
就

職
し
て
い
る
実
績
も
あ
り
、全
員
が
真
剣

な
表
情
で
志
望
先
病
院
の
情
報
収
集
を

行
い
ま
し
た
。

　
国
際
言
語
学
科
・
健
康
栄
養
学
科
で

は
、八
月
三
日
に「
就
職
リ
・ス
タ
ー
ト
講

座
」を
開
催
し
、学
生
の
状
況
を
個
別
に

分
析
し
て
、本
人
に
適
し
た
早
期
就
職
の

道
筋
を
立
て
ま
し
た
。ま
た
、両
学
科
で

は
企
業
単
体
に
よ
る
学
内
単
独
説
明
会

も
実
施
し
ま
し
た
。学
外
の
合
同
企
業

説
明
会
へ
の
参
加
学
生
は
、毎
年
減
少
傾

就職部便り

就
職
環
境
及
び
学
生
動
向
につい
て

■平成27年度　学内就職講座・セミナー開催一覧 向
に
あ
る
中
、学
内
で
企
業
人
事
担
当
者
の
話
を
直
接
聞

く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
学
科
を
対
象
と
し
た
講
座
と
し
て
、「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
講
座
」「
Ｒ―

Ｃ
Ａ
Ｐ
受
験（
自
己
診
断
テ

ス
ト
）」「
公
務
員
試
験
対
策
講
座
」等
を
実
施
し
ま
し
た
。ま

た
、今
年
か
ら
新
し
く
、こ
ど
も
発
達
学
科
の「
幼
稚
園
・
保

育
所
学
内
説
明
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。複
数
事
業
所
の
現

役
園
長
に
よ
る
講
話
と
Ｑ
＆
Ａ
方
式
に
よ
る
学
生
参
加
型

セ
ミ
ナ
ー
は
、学
生
・
教
員
共
に
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
講
座
開
催
は
、学
生
の
就
活
基
礎
能
力
向
上
を

図
り
、そ
の
時
の
求
人
動
向
を
考
慮
し
な
が
ら
、よ
り
効
果

的
な
就
職
講
座
・セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
実
施
す
る
所
存
で
す
。

本学体育館で行われたPT・OT就職説明会

４年生
留学生
４年生
４年生
３～４年生
全学年
３～４年生
２～４年生
３～４年生
２～４年生
４年生（内定者）
３年生
全学年
３年生
３年生

平成27年4月16日
平成27年6月10日
平成27年6月17日
平成27年8月3日
平成27年8月10日
平成27年8月20日～26日
平成27年8月28日
平成27年10月13日～16日
平成27年10月23日
平成27年11月18日
平成28年1月14日
平成28年2月8日
平成28年2月9日～25日
平成28年3月実施予定
平成28年3月実施予定

看護学科就職講座
留学生就職支援セミナー
保育業務実践講座
就職リ・スタート講座
公務員チャレンジテスト
ファイナンシャル・プランニング講座
ＰＴ・ＯＴ就職説明会
Ｒ-ＣＡＰ受験
幼稚園キャラバン
Ｒ-ＣＡＰ解説セミナー
知らないと損する社会のルール
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今
後
の
日
程

北
海
道
文
教
大
学
　就
職
部

学
内
就
職
講
座
・
説
明
会
・セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
状
況



　昨
年
末
に
来
日
し
た「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
性
」と
称
さ
れ
る
経

済
学
者
の
講
演
の
記
事
が
ふ
と
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。彼
は

「
リ
ス
ク
と
テ
ロ
に
満
ち
た
世
界
情
勢
」を
見
据
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、「
私
は
日
本
の
持
つ
利
他
主
義
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー（
考
え
方
）に
希
望
を
見
出
し
ま
す
。日
本
の
学
者
や
政
治

家
が
も
っ
と
そ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
発
信
し
、日
本
の
社

会
が
利
他
主
義
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ（
主
張
者
）に
な
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
」と
し
て
講
演
を
締
め
く
く
っ
て
お
り
ま
す
。

　「
利
他
主
義
」と
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、「
周
囲
の

人
々
の
利
益
を
優
先
し
て
、社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
自
分
の

喜
び
と
す
る
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　こ
れ
を
日
常
の
言
葉
に
直
し
ま
す
と
、我
が
国
の
伝
統
で
あ

る「
お
も
て
な
し
の
精
神
」で
あ
り
、「
お
か
げ
さ
ま
と
い
う
生
活

態
度
」で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　こ
の
記
事
に
触
れ
て
、私
も
意
を
強
く
し
ま
し
た
。大
学
の

教
育
機
関
と
し
て
の
使
命
は「
質
の
高
い
特
色
の
あ
る
教
育
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、世
界
の
平
和
と
地
域
の
繁
栄
と
人
間
社

会
へ
の
貢
献
に
い
か
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
」と
い
う
こ
と
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　本
学
に
お
き
ま
し
て
は
、「
質
の
高
い
教
育
」を
保
障
す
る
も

の
と
し
て
、す
で
に
大
学
院
二
研
究
科
を
設
置
し
て
お
り
ま
す

が
、加
え
て
理
学
療
法
と
作
業
療
法
の
分
野
で
の「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
研
究
科
」と
、「
こ
ど
も
発
達
学
研
究
科
」の

設
置
を
申
請
す
る
方
向
で
準
備
中
で
す
。平
成
二
十
九
年
四

　平
成
二
十
八
年
の
干
支
は
、皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
申

（
さ
る
）で
す
。こ
の
干
支
は
古
代
中
国
の
発
祥
で
す
が
、わ
が

国
で
は
江
戸
時
代
に
、時
間
や
方
位
、あ
る
い
は
暦
と
し
て
広

く
人
々
の
生
活
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
用
の
暦
で
は
、「
申（
さ
る
）」は
伸
ば
す
と
い
う
意
味
が
あ

り
、「
草
木
が
十
分
に
伸
び
き
っ
た
時
期
で
、実
が
成
熟
し
て
香

り
と
味
が
そ
な
わ
り
固
く
殻
に
被
わ
れ
て
い
く
時
期
」と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
期
待
の
持
て
る
一
年
で
す
が
、本
学
で
も
長
年
待
ち

望
ん
で
い
た
鶴
岡
学
園
記
念
講
堂
が
十
一
月
末
に
完
成
し
ま

す
。こ
の
講
堂
の
収
容
定
員
は
六
六
八
人
と
本
学
の
建
物
の

中
で
は
一
番
広
く
、今
後
は
本
学
の
シ
ン
ボ
ル
的
建
物
と
し
て
、

今
後
の
学
術
研
究
の
発
展
に
つ
な
が
る
利
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　本
学
で
は
、後
援
会
の
ご
理
解
と
ご
援
助
を
受
け
、多
く
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
一
部
を
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
、報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
学
生
数
）

　近
年
は
少
子
化
の
影
響
で
、一
部
の
大
学
で
は
学
生
の
定
員

割
れ
に
よ
る
経
営
危
機
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、本
学
で
は

全
体
と
し
て
収
容
定
員
を
若
干
上
回
る
数
で
推
移
し
、安
定

的
な
経
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
現
在
、

本
学
の
学
部
、大
学
院
含
め
て
の
学
生
数
は
、収
容
定
員
二
，一

七
八
人
に
対
し
、二
，三
五
二
人（
収
容
定
員
に
対
す
る
割
合

は
一
〇
八
・
〇
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
ク
ラ
ブ
活
動
）

　本
学
の
学
生
は
、ほ
と
ん
ど
の
学
科
で
学
外
実
習
が
課
せ
ら

れ
て
お
り
、そ
の
た
め
ク
ラ
ブ
活
動
を
円
滑
に
継
続
し
が
た
い

現
状
に
あ
り
ま
す
が
、全
体
と
し
て
は
四
二
団
体（
体
育
系
二
一

団
体
・
文
化
系
二
一
団
体
）が
活
動
し
て
、文
武
両
道
の
学
生
生

「
お
も
て
な
し
・お
か
げ
さ
ま
」と
大
学
教
育
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活
を
送
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、空
手
道
部
・ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
部

は
イ
ン
カ
レ
出
場
、女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
日
本
代
表
候
補
に

な
る
な
ど
大
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

（
奨
学
金
）

　今
年
度
、奨
学
金
受
給
の
学
生
は
一
，三
四
二
人
で
学
生
全

体
の
五
七
・
二
％
、そ
の
う
ち
多
い
順
よ
り
、日
本
学
生
支
援

機
構
、北
海
道
文
教
大
学
奨
学
金
、市
長
村
そ
の
他
の
奨
学
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。学
生
の
二
人
に
一
人
は
奨
学
金
を
必
要
と
し

て
お
り
、今
後
も
奨
学
金
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
新
入
生
宿
泊
研
修
）

　今
年
度
、後
援
会
の
補
助
を
い
た
だ
き
、初
め
て
新
入
生
宿

泊
研
修
を
北
湯
沢
温
泉
に
て
実
施
し
ま
し
た
。新
入
生
五
五
一

人
、サ
ポ
ー
ト
学
生
六
一
人
、教
職
員
十
九
人
の
併
せ
て
六
三
一

人
が
バ
ス
十
六
台
に
分
乗
し
て
の
大
移
動
で
し
た
。大
学
に
入

学
間
も
な
い
学
生
に
は
、こ
の
宿
泊
研
修
を
通
じ
て
大
学
に
早

く
馴
染
め
た
と
大
変
好
評
で
し
た
の
で
、次
年
度
も
実
施
す
る

予
定
で
現
在
、準
備
中
で
す
。

（
国
家
試
験
合
格
率
）

　国
家
試
験
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
医
療
系

の
学
科
で
は
、日
頃
か
ら
熱
心
に
学
修
に
取

り
組
ん
だ
成
果
が
現
れ
、い
ず
れ
の
学
科
も

国
家
試
験
の
合
格
率
が
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。な
お
、こ
の
高
い
合
格
率
を

達
成
さ
せ
る
た
め
に
、後
援
会
か
ら
の
補
助

が
模
擬
試
験
や
教
材
の
購
入
等
で
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　昨
年
度
卒
業
者
の
国
家
試
験
の
合
格
率

は
、管
理
栄
養
士
八
五
・
四
％（
全
国
平
均

五
五
・
七
％
）、理
学
療
法
士
九
八
・
八
％

（
全
国
平
均
八
二
・
七
％
）、作
業
療
法
士
九

一・
七
％（
全
国
平
均
七
七
・
五
％
）、看
護
士

九
六
・
八（
全
国
平
均
九
〇
・
〇
％
）で
し

た
。　な

お
、今
年
度
の
国
家
試
験
日
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。学
生
達
の
頑
張
り
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

月
開
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。残
る
看
護
学
科
に
つ
き
ま
し

て
も
近
い
将
来
で
の
設
置
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

　「特
色
の
あ
る
質
の
高
い
教
育
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、施

設
設
備
の
充
実
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。本

年
秋
に
は「
鶴
岡
学
園
記
念
講
堂
」の
竣
工
も
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、記
念
講
堂
の
増
築
計
画
の
中
に
は
図
書
館
の
機

能
の
高
度
化
も
含
め
て
お
り
ま
す
。

　完
成
後
は
学
問
研
究
研
修
発
表
の
発
信
基
地
と
し
て
、地

域
の
皆
様
に
も
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。そ
の
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
環
境
の
充
実
も
優
先

順
位
に
従
っ
て
着
々
と
実
行
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　も
う
ひ
と
つ
の
重
点
は
、学
園
全
体
と
し
て
、常
に「
学
生
と

そ
の
保
護
者
の
皆
様
の
満
足
度
を
高
め
る
教
育
」を
基
本
的

姿
勢
と
し
て
確
認
し
な
が
ら
進
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　学
生
諸
君
は
大
学
に
大
き
な
希
望
を
抱
い
て
入
学
し
て
き

た
は
ず
で
あ
り
ま
す
し
、保
護
者
の
皆
様
も
そ
れ
に
賛
同
し
夢

を
共
有
し
て
大
学
生
活
を
支
援
し
て
こ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り

ま
す
。

　私
た
ち
本
学
教
職
員
一
同
は「
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆
様

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
教
育
」を
肝
に
銘
じ
て
努
力
を
重
ね

て
参
り
ま
す
。

　後
援
会
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
、力
強
い
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　北
海
道
文
教
大
学
　

　
　
　
　
　副
学
長

橘
内
　勇

キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
況

（
大
学
院
研
究
科
の
設
置
）

　本
学
で
は
将
来
的
に
全
て
の
学
科
に
大
学
院
を
設
置
し
、

本
学
の
卒
業
生
が
、将
来
、働
き
な
が
ら
学
び
、高
度
専
門
職

業
人
や
研
究
者
を
目
指
せ
る
環
境
を
整
備
中
で
す
。平
成
二

十
七
年
四
月
に
健
康
栄
養
学
科
を
基
礎
と
し
た
健
康
栄
養
科

学
研
究
科（
大
学
院
修
士
課
程
）が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
年

度
は
、理
学
療
法
学
科
と
作
業
療
法
学
科
を
基
礎
と
し
た「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
研
究
科（
大
学
院
修
士
課
程
）」、こ
ど

も
発
達
学
科
を
基
礎
と
し
た「
こ
ど
も
発
達
学
研
究
科（
大
学

院
修
士
課
程
）」の
申
請
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

（
百
円
朝
食
の
実
施
）

　百
円
朝
食
は
、本
学
で
は
平
成
二
十
六
年
に
一ヶ
月
間
試
行

の
結
果
を
受
け
、平
成
二
十
七
年
度
は
後
援
会
か
ら
の
補
助

を
受
け
、年
間
百
日
の
目
標
で
実
施
し
ま
し
た
。前
期
は
五
月

十
八
日
か
ら
七
月
二
十
九
日
ま
で
、後
期
は
十
月
一
日
か
ら
十

二
月
十
一
日
ま
で
と
、他
大
学
と
比
較
し
て
も
圧
倒
的
に
長
い

期
間
の
実
施
で
し
た
。学
生
か
ら
は
今
年
も
非
常
に
好
評
で
、一

日
平
均
七
三
・
三
人
が
利
用
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
運
動
設
備
等
の
環
境
整
備
）

　テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
当
初
の
設
置
か
ら
経
年
変
化
で
、ネ
ッ
ト
の

破
れ
、コ
ー
ト
面
が
荒
れ
た
状
態
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、こ
の
秋

に
後
援
会
の
補
助
を
受
け
き
れ
い
に
修
復
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

運
動
系
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
脱
水
症
を
防
ぐ
た
め
に
、後
援
会

の
援
助
で
体
育
館
内
に
製
氷
機
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

学
校
法
人
鶴
岡
学
園
　理
事
長

北
海
道
文
教
大
学
　学
長

合格発表
3月25日（金）
3月29日（火）
5月10日（火）

国家試験名
看護師国家試験

理学療法士・作業療法士
管理栄養士国家試験

試験日
平成28年2月14日（日）
平成28年2月28日（日）
平成28年3月20日（日）

合格発表試験日国家試験名

新入生宿泊研修 4月11日（土）～12日（日）
グループワーク

鶴岡記念図書館閲覧室及びラーニングコモンズ（グループ学習室）で自主学習する学生たち

与えられた課題（大学祭で模擬店を出店しよう）で学生は班
ごとに分かれて意見を出し合い、まとめ、ポスターを作成しま
した。



　昨
年
末
に
来
日
し
た「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
性
」と
称
さ
れ
る
経

済
学
者
の
講
演
の
記
事
が
ふ
と
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。彼
は

「
リ
ス
ク
と
テ
ロ
に
満
ち
た
世
界
情
勢
」を
見
据
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、「
私
は
日
本
の
持
つ
利
他
主
義
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー（
考
え
方
）に
希
望
を
見
出
し
ま
す
。日
本
の
学
者
や
政
治

家
が
も
っ
と
そ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
発
信
し
、日
本
の
社

会
が
利
他
主
義
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ（
主
張
者
）に
な
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
」と
し
て
講
演
を
締
め
く
く
っ
て
お
り
ま
す
。

　「
利
他
主
義
」と
は
耳
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、「
周
囲
の

人
々
の
利
益
を
優
先
し
て
、社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
自
分
の

喜
び
と
す
る
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　こ
れ
を
日
常
の
言
葉
に
直
し
ま
す
と
、我
が
国
の
伝
統
で
あ

る「
お
も
て
な
し
の
精
神
」で
あ
り
、「
お
か
げ
さ
ま
と
い
う
生
活

態
度
」で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　こ
の
記
事
に
触
れ
て
、私
も
意
を
強
く
し
ま
し
た
。大
学
の

教
育
機
関
と
し
て
の
使
命
は「
質
の
高
い
特
色
の
あ
る
教
育
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、世
界
の
平
和
と
地
域
の
繁
栄
と
人
間
社

会
へ
の
貢
献
に
い
か
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
」と
い
う
こ
と
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　本
学
に
お
き
ま
し
て
は
、「
質
の
高
い
教
育
」を
保
障
す
る
も

の
と
し
て
、す
で
に
大
学
院
二
研
究
科
を
設
置
し
て
お
り
ま
す

が
、加
え
て
理
学
療
法
と
作
業
療
法
の
分
野
で
の「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
研
究
科
」と
、「
こ
ど
も
発
達
学
研
究
科
」の

設
置
を
申
請
す
る
方
向
で
準
備
中
で
す
。平
成
二
十
九
年
四

　平
成
二
十
八
年
の
干
支
は
、皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
申

（
さ
る
）で
す
。こ
の
干
支
は
古
代
中
国
の
発
祥
で
す
が
、わ
が

国
で
は
江
戸
時
代
に
、時
間
や
方
位
、あ
る
い
は
暦
と
し
て
広

く
人
々
の
生
活
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
用
の
暦
で
は
、「
申（
さ
る
）」は
伸
ば
す
と
い
う
意
味
が
あ

り
、「
草
木
が
十
分
に
伸
び
き
っ
た
時
期
で
、実
が
成
熟
し
て
香

り
と
味
が
そ
な
わ
り
固
く
殻
に
被
わ
れ
て
い
く
時
期
」と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
期
待
の
持
て
る
一
年
で
す
が
、本
学
で
も
長
年
待
ち

望
ん
で
い
た
鶴
岡
学
園
記
念
講
堂
が
十
一
月
末
に
完
成
し
ま

す
。こ
の
講
堂
の
収
容
定
員
は
六
六
八
人
と
本
学
の
建
物
の

中
で
は
一
番
広
く
、今
後
は
本
学
の
シ
ン
ボ
ル
的
建
物
と
し
て
、

今
後
の
学
術
研
究
の
発
展
に
つ
な
が
る
利
用
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　本
学
で
は
、後
援
会
の
ご
理
解
と
ご
援
助
を
受
け
、多
く
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、そ
の
一
部
を
こ
の
紙
面
を
お
借
り

し
、報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
学
生
数
）

　近
年
は
少
子
化
の
影
響
で
、一
部
の
大
学
で
は
学
生
の
定
員

割
れ
に
よ
る
経
営
危
機
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、本
学
で
は

全
体
と
し
て
収
容
定
員
を
若
干
上
回
る
数
で
推
移
し
、安
定

的
な
経
営
と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
現
在
、

本
学
の
学
部
、大
学
院
含
め
て
の
学
生
数
は
、収
容
定
員
二
，一

七
八
人
に
対
し
、二
，三
五
二
人（
収
容
定
員
に
対
す
る
割
合

は
一
〇
八
・
〇
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
ク
ラ
ブ
活
動
）

　本
学
の
学
生
は
、ほ
と
ん
ど
の
学
科
で
学
外
実
習
が
課
せ
ら

れ
て
お
り
、そ
の
た
め
ク
ラ
ブ
活
動
を
円
滑
に
継
続
し
が
た
い

現
状
に
あ
り
ま
す
が
、全
体
と
し
て
は
四
二
団
体（
体
育
系
二
一

団
体
・
文
化
系
二
一
団
体
）が
活
動
し
て
、文
武
両
道
の
学
生
生

「
お
も
て
な
し
・お
か
げ
さ
ま
」と
大
学
教
育
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活
を
送
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、空
手
道
部
・ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
部

は
イ
ン
カ
レ
出
場
、女
子
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
は
日
本
代
表
候
補
に

な
る
な
ど
大
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

（
奨
学
金
）

　今
年
度
、奨
学
金
受
給
の
学
生
は
一
，三
四
二
人
で
学
生
全

体
の
五
七
・
二
％
、そ
の
う
ち
多
い
順
よ
り
、日
本
学
生
支
援

機
構
、北
海
道
文
教
大
学
奨
学
金
、市
長
村
そ
の
他
の
奨
学
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。学
生
の
二
人
に
一
人
は
奨
学
金
を
必
要
と
し

て
お
り
、今
後
も
奨
学
金
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

（
新
入
生
宿
泊
研
修
）

　今
年
度
、後
援
会
の
補
助
を
い
た
だ
き
、初
め
て
新
入
生
宿

泊
研
修
を
北
湯
沢
温
泉
に
て
実
施
し
ま
し
た
。新
入
生
五
五
一

人
、サ
ポ
ー
ト
学
生
六
一
人
、教
職
員
十
九
人
の
併
せ
て
六
三
一

人
が
バ
ス
十
六
台
に
分
乗
し
て
の
大
移
動
で
し
た
。大
学
に
入

学
間
も
な
い
学
生
に
は
、こ
の
宿
泊
研
修
を
通
じ
て
大
学
に
早

く
馴
染
め
た
と
大
変
好
評
で
し
た
の
で
、次
年
度
も
実
施
す
る

予
定
で
現
在
、準
備
中
で
す
。

（
国
家
試
験
合
格
率
）

　国
家
試
験
を
課
せ
ら
れ
て
い
る
医
療
系

の
学
科
で
は
、日
頃
か
ら
熱
心
に
学
修
に
取

り
組
ん
だ
成
果
が
現
れ
、い
ず
れ
の
学
科
も

国
家
試
験
の
合
格
率
が
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。な
お
、こ
の
高
い
合
格
率
を

達
成
さ
せ
る
た
め
に
、後
援
会
か
ら
の
補
助

が
模
擬
試
験
や
教
材
の
購
入
等
で
役
立
っ

て
い
ま
す
。

　昨
年
度
卒
業
者
の
国
家
試
験
の
合
格
率

は
、管
理
栄
養
士
八
五
・
四
％（
全
国
平
均

五
五
・
七
％
）、理
学
療
法
士
九
八
・
八
％

（
全
国
平
均
八
二
・
七
％
）、作
業
療
法
士
九

一・
七
％（
全
国
平
均
七
七
・
五
％
）、看
護
士

九
六
・
八（
全
国
平
均
九
〇
・
〇
％
）で
し

た
。　な

お
、今
年
度
の
国
家
試
験
日
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。学
生
達
の
頑
張
り
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

月
開
設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。残
る
看
護
学
科
に
つ
き
ま
し

て
も
近
い
将
来
で
の
設
置
を
期
し
て
お
り
ま
す
。

　「特
色
の
あ
る
質
の
高
い
教
育
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、施

設
設
備
の
充
実
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。本

年
秋
に
は「
鶴
岡
学
園
記
念
講
堂
」の
竣
工
も
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、記
念
講
堂
の
増
築
計
画
の
中
に
は
図
書
館
の
機

能
の
高
度
化
も
含
め
て
お
り
ま
す
。

　完
成
後
は
学
問
研
究
研
修
発
表
の
発
信
基
地
と
し
て
、地

域
の
皆
様
に
も
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。そ
の
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
教
育
環
境
の
充
実
も
優
先

順
位
に
従
っ
て
着
々
と
実
行
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　も
う
ひ
と
つ
の
重
点
は
、学
園
全
体
と
し
て
、常
に「
学
生
と

そ
の
保
護
者
の
皆
様
の
満
足
度
を
高
め
る
教
育
」を
基
本
的

姿
勢
と
し
て
確
認
し
な
が
ら
進
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

　学
生
諸
君
は
大
学
に
大
き
な
希
望
を
抱
い
て
入
学
し
て
き

た
は
ず
で
あ
り
ま
す
し
、保
護
者
の
皆
様
も
そ
れ
に
賛
同
し
夢

を
共
有
し
て
大
学
生
活
を
支
援
し
て
こ
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り

ま
す
。

　私
た
ち
本
学
教
職
員
一
同
は「
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
皆
様

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
教
育
」を
肝
に
銘
じ
て
努
力
を
重
ね

て
参
り
ま
す
。

　後
援
会
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
、力
強
い
ご
支
援
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　北
海
道
文
教
大
学
　

　
　
　
　
　副
学
長

橘
内
　勇

キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
況

（
大
学
院
研
究
科
の
設
置
）

　本
学
で
は
将
来
的
に
全
て
の
学
科
に
大
学
院
を
設
置
し
、

本
学
の
卒
業
生
が
、将
来
、働
き
な
が
ら
学
び
、高
度
専
門
職

業
人
や
研
究
者
を
目
指
せ
る
環
境
を
整
備
中
で
す
。平
成
二

十
七
年
四
月
に
健
康
栄
養
学
科
を
基
礎
と
し
た
健
康
栄
養
科

学
研
究
科（
大
学
院
修
士
課
程
）が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
年

度
は
、理
学
療
法
学
科
と
作
業
療
法
学
科
を
基
礎
と
し
た「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学
研
究
科（
大
学
院
修
士
課
程
）」、こ
ど

も
発
達
学
科
を
基
礎
と
し
た「
こ
ど
も
発
達
学
研
究
科（
大
学

院
修
士
課
程
）」の
申
請
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

（
百
円
朝
食
の
実
施
）

　百
円
朝
食
は
、本
学
で
は
平
成
二
十
六
年
に
一ヶ
月
間
試
行

の
結
果
を
受
け
、平
成
二
十
七
年
度
は
後
援
会
か
ら
の
補
助

を
受
け
、年
間
百
日
の
目
標
で
実
施
し
ま
し
た
。前
期
は
五
月

十
八
日
か
ら
七
月
二
十
九
日
ま
で
、後
期
は
十
月
一
日
か
ら
十

二
月
十
一
日
ま
で
と
、他
大
学
と
比
較
し
て
も
圧
倒
的
に
長
い

期
間
の
実
施
で
し
た
。学
生
か
ら
は
今
年
も
非
常
に
好
評
で
、一

日
平
均
七
三
・
三
人
が
利
用
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
運
動
設
備
等
の
環
境
整
備
）

　テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
当
初
の
設
置
か
ら
経
年
変
化
で
、ネ
ッ
ト
の

破
れ
、コ
ー
ト
面
が
荒
れ
た
状
態
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、こ
の
秋

に
後
援
会
の
補
助
を
受
け
き
れ
い
に
修
復
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

運
動
系
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
脱
水
症
を
防
ぐ
た
め
に
、後
援
会

の
援
助
で
体
育
館
内
に
製
氷
機
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

学
校
法
人
鶴
岡
学
園
　理
事
長

北
海
道
文
教
大
学
　学
長

合格発表
3月25日（金）
3月29日（火）
5月10日（火）

国家試験名
看護師国家試験

理学療法士・作業療法士
管理栄養士国家試験

試験日
平成28年2月14日（日）
平成28年2月28日（日）
平成28年3月20日（日）

合格発表試験日国家試験名

新入生宿泊研修 4月11日（土）～12日（日）
グループワーク

鶴岡記念図書館閲覧室及びラーニングコモンズ（グループ学習室）で自主学習する学生たち

与えられた課題（大学祭で模擬店を出店しよう）で学生は班
ごとに分かれて意見を出し合い、まとめ、ポスターを作成しま
した。
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、日
頃
か
ら

後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、北
海
道
文
教
大
学
は「
実
学
重
視
」を
重

ん
じ
、人
と
し
て
生
き
て
い
く
上
で
重
要
な「
豊
か

な
人
間
性
」「
健
全
な
社
会
性
」「
高
度
な
専
門

性
」の
養
成
を
行
い
な
が
ら
、学
生
一
人
ひ
と
り
が

自
分
の「
な
す
べ
き
こ
と
」を
自
覚
し
、そ
し
て
自

己
実
現
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
、入
学
か
ら
き
め
細

や
か
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
様
々
な
実
績
を
上
げ
て

お
り
ま
す
。学
び
の
質
は
社
会
で
評
価
さ
れ
て
お

り
、就
職
率
で
は
道
内
私
大
の
中
で
ト
ッ
プ
と
い
う

圧
倒
的
な
就
職
力
を
誇
り
、ま
た
、各
学
科
国
家

試
験
合
格
率
に
お
い
て
も
全
国
平
均
を
大
き
く
上

回
る
高
い
合
格
率
を
維
持
す
る
な
ど
、そ
の
実
力

は
結
果
が
示
す
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
順
調
な
歩
み
を
進
め
ら
れ
た
の

も
、旺
盛
な
気
力
で
勉
学
を
積
み
重
ね
る
学
生
は

も
ち
ろ
ん
、学
生
を
支
え
て
い
る
ご
家
族
の
皆
様
、

真
摯
な
努
力
を
惜
し
ま
ず
、学
生
の
あ
ら
ゆ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
積
極
的
に
支
援
す
る
大
学
教
職
員

の
皆
様
、そ
し
て
本
学
の
建
学
理
念
に
理
解
を
示

し
、い
つ
も
大
き
く
包
み
支
援
し
て
く
だ
さ
る
地
域

の
皆
様
な
ど
、関
係
す
る
方
々
の
お
力
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、北
海
道
文
教
大
学
は
学
生
や
そ
の
ご

家
族
、地
域
に
と
っ
て
誇
り
・
プ
ラ
イ
ド
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
後
援
会
は
、大
学
と
学
生
・
会
員
を
結
び
、大
学

の
充
実
・
発
展
や
学
生
の
為
に
今
何
が
で
き
る
か

と
い
う
視
点
を
持
ち
、様
々
な
活
動
を
進
め
て
お

り
ま
す
。今
回
の
後
援
会
会
報
十
六
号
で
は
、本

年
度
の
下
半
期
の
事
業
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

平
成
二
十
七
年
度
　後
援
会
活
動
・
事
業
中
間
報
告中

上
　美
伸

は
じ
め
に

下
半
期
の
主
な
事
業

（
一
）平
成
二
十
七
年
度
父
母
懇
談
会（
第
十
七
回
大
学

祭
）の
食
券
助
成
事
業

一
　
日
　
時
　
平
成
二
十
七
年
十
月
十
一
日（
日
）　

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

二
　
会
　
場
　
大
学
本
館
二
階
大
講
堂
ほ
か

三
　
内
　
容
　
大
学
よ
り
、学
生
生
活
に
つ
い
て
報
告

及
び
学
科
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
各
担
当
教
員

と
の
個
別
面
談
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

 

　
　
参
加
さ
れ
た
父
兄
に
は
、大
学
祭
食
券
千
円
分

を
後
援
会
か
ら
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

（
二
）前
期
に
引
き
続
き「
一
○
○
円
朝
食
」実
施
助
成
事
業

一
　
実
施
期
間
　
前
期
　
五
月
十
八
日
〜
七
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
後
期
　
十
月
一
日
〜
十
二
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
期
間
中
　
八
時
か
ら
九
時
ま
で
の
営
業

二
　
会
　
　
場
　
大
学
会
館「
学
生
食
堂
」

三
　
内
　
　
容
　「
美
味
し
く
、
健
康
に
！
」を
合
言
葉

に
、
学
生
に
朝
食
を
習
慣
付
け
て
も
ら
お
う
と

昨
年
度
試
行
し
、
十
分
な
成
果
を
得
ら
れ
た「
一

〇
〇
円
朝
食
」で
す
が
、
今
年
度
は
正
式
な
助
成

事
業
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。後
援
会
か

ら
は
、
実
費
四
○
○
円
の
う
ち
そ
の
差
額
を
助

成
し
、
期
間
中
の
毎
日
八
〇
〜
一
五
〇
食
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
計
画
、
大
学
側
の
全
面
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
多
く
の
学
生
が
利
用

し
ま
し
た
。

（
三
）第
二
回
役
員
会

一
　
日
　
　
時
　
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
三
日
　

　
　
　
　
　
　
　
十
八
時
三
十
分
〜
二
十
時
三
十
分

二
　
会
　
　
場
　
ホ
テ
ル
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
札
幌

三
　
出
席
者
　
後
援
会
理
事
十
五
名
　

　
　
　
　
　
　
　
大
学（
理
事
・
幹
事
）五
名

四
　
審
議
事
項
　

　
　（
一
）平
成
二
十
七
年
度
中
間
決
算
に
つ
い
て

　
　（
二
）平
成
二
十
七
年
度
追
加
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
①
下
期
予
算
執
行
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　
②
追
加
補
助
事
業
に
つ
い
て
　
　

　
　(

三)

そ
の
他

　
　
　
　
①
創
立
七
十
五
周
年
記
念
事
業
に
か
か
る

　
　
　
　
募
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
②
前
期
一
〇
〇
円
朝
食
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
③
平
成
二
十
八
年
度
新
規
補
助
事
業
計
画

　
　
　
　
に
つ
い
て

（
一
）第
三
回
役
員
会
：

　
　
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日（
金
）大
学

　
　（
第
三
回
Ｗ
Ｇ
　
二
月
十
九
日
　
札
幌
）

（
二
）平
成
二
十
七
年
度
学
位
記
授
与
式
：

　
　
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
一
日（
祝
月
）大
学
体
育
館

（
三
）平
成
二
十
七
年
度
卒
業
祝
賀
会
及
び
同
窓
会
入
会
式
：

　
　
平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
一
日（
祝
月
）札
幌

　
先
日
、歴
代
の
後
援
会
会
長
お
二
人
に
お
会
い
す
る
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。当
時
の
想
い
を
熱
く
語
る
姿
は
、
誇

り
と
暖
か
さ
に
満
ち
溢
れ
て
お
り
、今
も
全
く
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。様
々
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
後
援
会
活
動
を
引
き
継
い
で
い
る
者
と
し
て
、

改
め
て
皆
さ
ん
と
共
に
様
々
な
想
い
を
繋
げ
ら
れ
る
活

動
が
で
き
れ
ば
と
感
じ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
あ
と
、学
位
記
授
与
式
・
卒
業
祝
賀
会
を

残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。今
年
卒
業
の
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
、
ぜ
ひ
、
北
海
道
文
教
大
学
の
誇
り
を
繋
い
で

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

後
援
会
も
新
年
度
の
体
制
へ
準
備
を
整
え
る
時
期
と

な
っ
て
参
り
ま
し
た
。私
ど
も
と
一
緒
に
次
年
度
の
役

員
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
文
教
大
学
後
援
会

　会
長

お
わ
り
に

　
二
〇
十
六
年
三
月
卒
業
生
の
就
職
活
動
は
大
幅
な
日

程
変
更
の
中
、終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。日
程
変
更
の
内
容

は
、企
業
の
広
報
活
動
が
十
二
月
か
ら
翌
年
三
月
に
、面
接

な
ど
の
採
用
活
動
が
四
月
か
ら
八
月
に
繰
り
下
げ
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
結
果
、学
生
の
就
職
活
動
に
は
、大
き
な
変

化
が
現
れ
ま
し
た
。

　
応
募
す
る
学
生
側
の
動
向
は
、大
き
く
二
極
化
の
傾
向

が
見
ら
れ
、一
月
か
ら
早
期
に
動
い
て
い
る
学
生
と
、八
月
の

大
手
企
業
・
官
公
庁
採
用
試
験
を
見
越
し
、動
か
な
い
学
生

も
出
て
き
ま
し
た
。今
年
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
よ

り
、中
堅
・
中
小
企
業
は
大
手
企
業
よ
り
先
行
し
て
内
定
を

出
す
結
果
と
な
り
、早
期
内
定
を
得
た
学
生
は
、第
一
志
望

の
企
業
を
目
指
し
再
び
就
職
活
動
を
続
け
ま
し
た
。「
学
業

優
先
」「
学
習
時
間
の
確
保
」が
ル
ー
ル
変
更
の
目
的
で
し
た

が
、結
果
と
し
て
就
職
活
動
の
長
期
化
を
招
き
、学
業
へ
の

影
響
も
出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
八
月
以
降
は
大
手
企
業
・
官
公
庁
が
採
用
活
動
を
本
格

的
に
開
始
す
る
一
方
、鞍
替
え
す
る
学
生
の
影
響
で
、中
堅
・

中
小
企
業
の
内
定
辞
退
者
が
発
生
し
、採
用
計
画
が
達
成

で
き
ず
、見
直
し
に
よ
る
再
募
集
が
十
月

以
降
に
発
生
し
た
企
業
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
企
業
に
よ
っ
て
は
、内
定
者

の
囲
い
込
み
、採
用
意
思
確
認
が
厳
し
く

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
就
職
部
で
は
、個
別
学
生
の
意
向
を
捉

え
、企
業
動
向
・
採
用
計
画
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
、企
業
分
析
か
ら
応
募
企
業
選

択
の
判
断
材
料
等
を
、学
生
一
人
ひ
と
り

の
進
路
指
導
に
反
映
し
ま
し
た
。ま
た
、

八
月
に
は
未
内
定
者
向
け
学
内
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、学
生
の
不
足
し
て
い
る

部
分
を
個
人
別
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と

で
、内
定
へ
の
近
道
に
な
る
総
合
的
ア
ド

バ
イ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
状
況
を
踏
ま
え
、来
年
度

（
二
〇
十
七
年
三
月
卒
業
生
）か
ら
の
就

活
日
程
は
、選
考
解
禁
が
六
月
開
始
と
二
ヶ
月
前
倒
し
す

る
方
針
が
決
ま
り
ま
し
た
。「
二
ヶ
月
前
倒
し
」と
近
年
の

企
業
動
向
か
ら
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
施
企
業
の
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。学
内
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
奨
励
と
同
時
に
、

希
望
者
が
多
い
地
元
北
海
道
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情

報
を
集
約
し
、早
期
選
考
開
始
に
対
応
す
る
所
存
で
す
。

　
就
職
部
が
主
催
す
る
講
座
は
、各
学
科
に
関
わ
る
共
通

講
座
と
、学
科
毎
の
特
徴
を
生
か
し
た
単
独
講
座
の
開
催

が
あ
り
ま
す
。

　
医
療
系
の
三
学
科（
理
学
療
法
学
科
・
作
業
療
法
学
科
・

看
護
学
科
）は
、昨
年
の
三
月
に
四
年
生
を
対
象
と
し
た

「
就
職
準
備
講
座
」を
実
施
す
る
と
と
も
に
、三
学
科
と
も

最
終
年
次
の
実
習
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
睨
み
な
が
ら
の
就
職
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

　
看
護
学
科
は
四
月
十
六
日
に「
就
職
講
座
」を
開
催
す
る

と
と
も
に「
小
論
文
・
面
接
対
策
講
座
」を
行
い
、試
験
日
程

の
早
い
公
立
病
院
や
大
学
病
院
を
皮
き
り
に
、六
月
か
ら
の

実
質
的
な
就
職
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
備
え
ま
し
た
。

　
理
学
・
作
業
療
法
学
科
は
八
月
二
十
八
日
に「
Ｐ
Ｔ
・
Ｏ

Ｔ
学
内
就
職
説
明
会
」を
開
催
し
、本
格

的
な
就
職
活
動
に
入
り
ま
し
た
。こ
の

学
内
説
明
会
に
は
採
用
実
績
の
あ
る
病

院
を
中
心
に
、七
十
ヶ
所
の
医
療
機
関
が

参
加
し
ま
し
た
。説
明
会
に
参
加
し
た

病
院
に
毎
年
五
割
以
上
の
卒
業
生
が
就

職
し
て
い
る
実
績
も
あ
り
、全
員
が
真
剣

な
表
情
で
志
望
先
病
院
の
情
報
収
集
を

行
い
ま
し
た
。

　
国
際
言
語
学
科
・
健
康
栄
養
学
科
で

は
、八
月
三
日
に「
就
職
リ
・ス
タ
ー
ト
講

座
」を
開
催
し
、学
生
の
状
況
を
個
別
に

分
析
し
て
、本
人
に
適
し
た
早
期
就
職
の

道
筋
を
立
て
ま
し
た
。ま
た
、両
学
科
で

は
企
業
単
体
に
よ
る
学
内
単
独
説
明
会

も
実
施
し
ま
し
た
。学
外
の
合
同
企
業

説
明
会
へ
の
参
加
学
生
は
、毎
年
減
少
傾

就職部便り

就
職
環
境
及
び
学
生
動
向
につい
て

■平成27年度　学内就職講座・セミナー開催一覧 向
に
あ
る
中
、学
内
で
企
業
人
事
担
当
者
の
話
を
直
接
聞

く
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
学
科
を
対
象
と
し
た
講
座
と
し
て
、「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
講
座
」「
Ｒ―

Ｃ
Ａ
Ｐ
受
験（
自
己
診
断
テ

ス
ト
）」「
公
務
員
試
験
対
策
講
座
」等
を
実
施
し
ま
し
た
。ま

た
、今
年
か
ら
新
し
く
、こ
ど
も
発
達
学
科
の「
幼
稚
園
・
保

育
所
学
内
説
明
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。複
数
事
業
所
の
現

役
園
長
に
よ
る
講
話
と
Ｑ
＆
Ａ
方
式
に
よ
る
学
生
参
加
型

セ
ミ
ナ
ー
は
、学
生
・
教
員
共
に
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
講
座
開
催
は
、学
生
の
就
活
基
礎
能
力
向
上
を

図
り
、そ
の
時
の
求
人
動
向
を
考
慮
し
な
が
ら
、よ
り
効
果

的
な
就
職
講
座
・セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
実
施
す
る
所
存
で
す
。

本学体育館で行われたPT・OT就職説明会

４年生
留学生
４年生
４年生
３～４年生
全学年
３～４年生
２～４年生
３～４年生
２～４年生
４年生（内定者）
３年生
全学年
３年生
３年生

平成27年4月16日
平成27年6月10日
平成27年6月17日
平成27年8月3日
平成27年8月10日
平成27年8月20日～26日
平成27年8月28日
平成27年10月13日～16日
平成27年10月23日
平成27年11月18日
平成28年1月14日
平成28年2月8日
平成28年2月9日～25日
平成28年3月実施予定
平成28年3月実施予定

看護学科就職講座
留学生就職支援セミナー
保育業務実践講座
就職リ・スタート講座
公務員チャレンジテスト
ファイナンシャル・プランニング講座
ＰＴ・ＯＴ就職説明会
Ｒ-ＣＡＰ受験
幼稚園キャラバン
Ｒ-ＣＡＰ解説セミナー
知らないと損する社会のルール
就活スタート支援講座（第１回）
公務員試験対策講座
就活スタート支援講座（第２回）
医療系就職直前対策講座

小論文・面接対策講座
日本で就職する方法・心構え
現役園長による保育業務説明会
就職未内定者対策講座
公務員試験受験希望者
ＦＰ３級検定試験対策講座
７０病院・施設の合同説明会
自己発見診断テスト
北海道内幼稚園教諭による業務説明会
結果解析・就活における活用方法の解説
働く時のルール（労働法、コンプライアンス）
就職活動本番対策：集団面接講座
公務員・教員採用・一般企業筆記試験対策
就職活動本番対策：面接＆グループディスカッション講座
理学・作業・看護学科による実践講座

実施日時 タイトル 内　　　容 対象実施日時 タイトル 内　　　容 対象
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今
後
の
日
程

北
海
道
文
教
大
学
　就
職
部

学
内
就
職
講
座
・
説
明
会
・セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
状
況
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